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猪苗代湖湖底堆積物に記録されたハインリッヒイベントと冬季モンスーン活動
Heinrich events and activities of winter monsoon recorded in bottom sediment of Lake
Inawashiro
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本州の日本海沿岸地域は太平洋岸地域に次ぐ多雨地帯である。この相対的に多い降水量は、冬季の降雪量が一般的な
地方の降水量に付加するために生じており、日本海沿岸地域の多くは豪雪地帯対策特別措置法で豪雪地帯に指定されて
いる。この冬季の降雪量が今後どう変化するのかを検討するために、冬季の降雪が春に雪解け水として流入する猪苗代
湖をモニタリングステーションとして湖底堆積物の研究を実施した。猪苗代湖の湖心域（水深 90ｍ）で採取された約 28
ｍ長のボーリング試料について、2.5ｃｍ間隔で粒度測定を実施し古環境変遷を検討した。
試料は厚さ数mmの明暗の互層からなる泥質層を主とし、15層のテフラ層と約 30層準の厚さ数 cmの明暗の対をなす

堆積物を挟んでいる。テフラの年代及び炭素年代を基に年代モデルを作成し、コアの深度を年代値に変換した。その結
果、約 1万年以前の試料について 7000年の周期性が確認された。さらに、粒度の極大値を示す年代はハインリッヒイベ
ントの年代とよい一致を示した。また、日本海の流氷起源の砕屑物量の極大値の年代とも類似性を示した。厚さ数 cmの
明暗層について 5mm間隔で粒度を測定した結果、逆級化に始まり正級化に終わる堆積様式を示した。また、下位の白色
層には酸性水を好む付着性の珪藻が多く観察された。これらのことから猪苗代湖の堆積物には洪水起源の堆積物が多く
含まれることが推定された。
粒度の極大値が地球規模の急激な寒冷期と一致すること、およびイベント堆積物が洪水堆積物と考えられることから、

その原因は主として急激な寒冷期に冬季モンスーン活動が活発化し、風下の日本列島で降雪量が多くなり、春に大量の
雪解け水を供給するために洪水が起こったと結論した。
気候変動に関する国際パネルの報告書では、当面は急激な寒冷化は想定されていない。それゆえ近未来に関しては地

球温暖化の進行が想定されるが、その場合には冬季モンスーン活動が弱体化することが想定され、日本海沿岸地域の降
雪量が減少することで雪解け水を利用する田植え期の代掻き用水の不足や水力発電のための水資源の減少が危惧される。
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